
　軽ＪＮＫＳ（軽自動車税納付確認システム）の運用が開始され、車検時の納税証明書の提示が原則不
要となりました。これに伴い、口座振替や電子納付で納付した場合、令和６年度より口座振替済通知書
及び継続検査用納税証明書や、電子納付による納付済確認書及び継続検査用納税証明書は送付いたし
ません。
　軽ＪＮＫＳで納付状況が確認できるのは６月下旬ごろとなります。納付直後の車検等で納税証明書
が必要な場合は役場税務課にて発行いたしますので、納付した事が確認できるもの（記帳した通帳な
ど）と車検証（電子車検証の場合は「自動車検査証記録事項」）をお持ちください。

※小型二輪は軽ＪＮＫＳに対応していないため納税証明書を発送いたします。

　令和６年１月から、軽自動車（検査対象軽自動車）につい
て、電子化された自動車検査証（電子車検証）の交付が開始
されています。自動車検査証の所有者の氏名・住所、使用者
の住所、使用の本拠の位置、有効期限等はＩＣタグに記録さ
れます。

　電子車検証の交付開始後も、当面の間（３年程度）ＩＣタグに記録された情報が記載された「自動車検
査証記録事項」が自動車検査証とともに交付されます。電子車検証の場合、所有者・使用者情報が確認
できないため、役場で車検用納税証明書を請求する等の際は「自動車検査証記録事項」の提示をお願い
します。※小型二輪についても同様です。

軽自動車税（三輪・四輪）

納税証明書の送付を廃止します軽自動車検査証（車検証）が電子化されます
　軽自動車検査証（車検証）の電子化について

　車検用納税証明書を請求する際は「自動車検査証記録事項」を提示してください

問い合わせ　税務課（☎275‐8265）
問い合わせ　税務課（☎275‐8265）

　令和５年４月から、道路交通法の改正により自転車利用者のヘルメット着用が努力義務となりました。
町では、町内在住者を対象に自転車用ヘルメット着用を促進するため、ヘルメット購入費用の一部を補
助します。ただし、過去に申請された方は補助対象外となります。

自転車用ヘルメット購入費用を補助します

問い合わせ・問い合わせ・申し込み申し込み　企画財政課 行政係（☎275-8154）　企画財政課 行政係（☎275-8154）

　町では、災害発生時の非常用電源の確保を図るため、家庭用ポータブル発電機又は蓄電池を購入する町民
に対し、購入費用の一部を補助します。ただし、過去に申請された世帯の方は補助対象外となります。

家庭用ポータブル

発電機又は蓄電池の購入費用を補助します

▶対象者
① 町内に住所を有し居住していること（法人は除く）
② 自己責任で発電機等を適切に管理できること
③ 過去に本補助金の交付を受けていない世帯の方
④ 町税の滞納がないこと

▶補助金額　  上限額　20,000円 
※購入費用の２分の１以内とします。
（千円未満の端数があるときは、その額を切り捨て）
※補助金の交付は１世帯につき１回限りです。

▶必要書類
① 交付申請書（購入予定機器のカタログ等を添付）
② 実績報告書・誓約書（領収書の写し、物品の写真を

添付）
③ 請求書（振込口座が分かる書類の写しを添付）

※詳しくは町ホームページをご確認ください。

▶対象物品
対象は、発電機又は蓄電池で、交流100Ｖ
出力端子を備えるものとする。ただし、
次のものを除く。
① 中古品及び個人間で売買したもの
② オプション品及び交換部品

▶受付期間
令和６年４月１日から令和７年２月末日まで
令和６年度中に補助を希望される方は必
ず受付期間内に申請をお願いします。
補助金の交付決定前に購入した物品は、
補助対象となりません。

問い合わせ・問い合わせ・申し込み申し込み
企画財政課 企画財政課 危機管理係危機管理係（☎275-8154）（☎275-8154）

▶対象者（下記①②の要件を満たす方）
① 町内在住の方（ヘルメット購入時において昭和町内に

住所を有する方）
② 町税の滞納がないこと（未成年者については保護者が

町税を滞納していないこと）

▶補助金額　  上限額　2,000円 
※購入金額が2,000円以下の場合は、100円未満端数切捨
※1人1個かつ1回限りの補助
※令和５年１月１日以降に購入した自転車用ヘルメット

に限ります。

▶必要書類
① 昭和町自転車用ヘルメット購

入費補助金交付申請書兼請求書
（企画財政課窓口にて配布また
は町ホームページからダウン
ロードできます）

② 領収書など、ヘルメットの購入
を証明できる書類

▶対象となるヘルメット
① 一般財団法人製品安全協会が安全基準に適合することを認証した「SGマーク」
② 公益財団法人日本自転車競技連盟が安全基準に適合することを認証した「JCFマーク」
③ 欧州連合の欧州委員会が安全基準に適合することを認証した「CEマーク」
④ ドイツ製品安全法が定める安全基準に適合することを認証した「GSマーク」
⑤ 米国消費者製品安全委員会が安全基準に適合することを認証した「CPSCマーク」

など、安全基準を満たしていること

➡
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▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください。

（総務課 ☎275-8153）
▶行政相談（※）

　日時：4月17日（水） 
午後1時～３時

　場所：役場別棟2階 会議室(南)
（企画財政課 ☎275-8154）

▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く

　日時：祝日を除く火・水・木の
午前9時～午後4時＊ 

　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶総合相談
　● お問い合わせください。
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶障がい者相談支援センター
　　　　「 穂のか」出張相談
　日時：4月12日（金）・26日（金）
　　　　午前９時～正午
　場所：総合会館1階
　 （福祉介護課 ☎275-8784）

▶ボカシつくり会
　日時：4月22日（月）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
　付きのことをお寄せください。
◦ホームページ
h t t p s : / / w w w . t o w n .
showa.yamanashi.jp/
site/chocho/5151.html

◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

※印の相談は事前連絡不要です。
　直接会場にお越しください。

運転者 所有者 使用目的

障害者本人 障害者 目的は問わない

障害者と住居および
生計を一にする者

障害者
身体障害者の

1. 通院
2. 通学
3. 通所

　4. 生業等

障害者と住居および生計を一にする者

障害者を常時
介護する者

障害者

障害者と住居および生計を一にする者
( 未成年者若しくは 70 歳以上の者に限る )

生計を一にする方が運転する場合、減免申請する自動車を専ら身体障害者等の通学・通院・
通所又は生業(通勤を含む)のために、週3日以上若しくは総使用日数(走行距離)の50％以上
を使用していることが必要です。

運転者・所有者・使用目的の関係

障害区分

障害の級別

本人運転の場合
家族運転

常時介護者運転

視覚障害 １級～４級 左に同じ

聴覚障害 ２級・３級 左に同じ

平衡機能障害 ３級 左に同じ

音声機能障害 ３級 ( 咽頭摘出による音声
機能障害がある場合に限る ) ―

上肢不自由 １級・２級 左に同じ

下肢不自由 １級～６級※ １級～３級

体幹機能障害 １級～３級・５級 １級～３級

乳幼児期以前の非進行性　
脳病変による運動機能障害

上肢機能 １級・２級 左に同じ

移動機能 １級～６級 １級～３級

心臓機能障害 １級・３級 左に同じ

腎臓機能障害 １級・３級 左に同じ

呼吸器機能障害 １級・３級 左に同じ

膀胱・直腸機能障害 １級・３級 左に同じ

小腸機能障害 １級・３級 左に同じ

免疫機能障害 １級～３級 左に同じ

肝臓機能障害 １級～３級 左に同じ

療育手帳所持者 (紺 ) Ａ 左に同じ

精神障害者保健福祉手帳所持者 (緑 ) １級 ( 自立支援医療受給者証
の交付を受けている人に限る ) 左に同じ

毎年４月１日時点での適用範囲の方が減免対象となります。
※身体障害者手帳下肢不自由においては、7級に該当する障害が2以上重複する場合は６級

とし、本人運転に限り減免の対象となります。

軽自動車税(種別割)減免の対象となる身体障害者等の等級 令和６年度
軽自動車税（種別割）減免のお知らせ

申し込み・問い合わせ　税務課（☎２７５‐８２６５）

申請期間　４月１日（月）～５月24日（金） まで
　　　　　　　※申請期間を過ぎると令和６年度分は減免されません

●前年度から継続して申請する場合（継続減免） ※災害減免は除く
　前年度に減免が承認された方には、４月下旬に「軽自動車税(種別割)減免申請書（継続）」をご自宅へ郵送いたします。
ただし、車両変更やナンバー変更した場合は新規に申請が必要です。
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No.167

『  ぼくはびっくりマーク  』
『  2 度目の会話が
　　　　続きません 』

エイミー・クラウス・　　
ローゼンタール／作

トム・リヒテンヘルド／絵
大友 剛／訳

ひさかたチャイルド

野口 敏／著
サンクチュアリ出版

　ぼくってみんなとちがう…。
みんなと同じになろうとしても
なれないびっくりマークくん。
悩んで苦しんで、ある日逃げ出
すことに決めました。そこには、
新しい出会いがあって…。「みん
なと同じじゃなくていい」と気
づきます。
　“自分らしさ”を大切にでき
るって素敵ですね！

　春は出会いの季節。はじめ
ましては平気なのに、2 度目
に会うとなんか気まずい。そ
んな人は「2 度見知り」さん
かも…。この本では、2 度目
に会った際の会話のコツ・対
処法をあらゆるシチュエー
ションを想定して教えてくれ
ます。一緒に脱「2 度見知り」
を頑張りましょう！

◦4月の休館日
  1日（月）、8日（月）、
15日（月）、22日（月）、
29日(月・祝)、
30日（火・月末整理日）

 

『 かあさんうさぎと
　　　　　　　金のくつ 』

デュボース・ヘイワード／作
マージョリー・フラック／絵

いしぞね りえ／訳
徳間書店

　イースターの日にたまごを運ぶ
「イースターうさぎ」になれるの
は、世界中から選び抜かれた賢く
て心優しく足の速い 5 匹だけ。か
あさんうさぎのフワフワは、長老
が新たにイースターうさぎを選ぶ
と聞き、21 匹の子うさぎを連れ
てお城に見に行きますが…。アメ
リカで長く読み継がれているイー
スターの名作です。

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

※事前に申し込みが必要です。
※イベントが変更または中止になる場合もございます。予めご了承ください。

◦0,1,2歳児のおはなし会
絵本、わらべうたなどをお楽しみください。

日 時　4月18日（木）  午前11時～
対 象　0,1,2歳児とその保護者
定 員　10組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　4月2日（火） 午前10時～

◦おはなし会 
おはなし、手遊び、絵本などをお楽しみください。

日 時　5月11日（土）  午前11時～
対 象　幼児～小学生低学年
定 員　10組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　4月7日（日） 午前10時～

　県では、休日・夜間の軽症者の対応については、初期救急医療体制の見直しに伴い、救急安心セン
ターやまなし（♯７１１９）を令和５年10月から開設しております。
　急な病気やけがなどで救急車を呼ぶべきか、病院に行くべきか判断に迷う場合に、医療従事者が24
時間365日体制で適切な対応方法をアドバイスします。
　詳しくは、本誌カレンダー右下にある救急医療情報をご確認ください。
　また、令和６年５月中旬には、毎日午後６時から11時まで対応する初期救急医療センターを山梨大
学医学部附属病院内に設置する予定です。詳細は、今後の広報誌や町ホームページでお知らせします。

※甲府市医師会救急医療センター（☎226‐3399）での受付は終了しました。

令和6年4月から
休日・夜間の救急医療連絡先が変わります

短縮番号 ダイヤル回線、IP 電話 受付時間

#7119 055-223-1418 24 時間 365 日

○救急安心センターやまなし　＃ 7119
　救急車を呼ぶ、病院に行くなどの判断に迷う場合に、医療
従事者が相談に応じます。

河西区の民生委員について、１名が変更となりました。

　民生委員・児童委員は、地域の身近な相談者として、担当地域を訪問し、高齢者や障がい者、
児童などの、福祉に関する相談や見守りなどの支援活動を行っています。委員には守秘義務があ
り、相談内容や秘密が漏れる事はありませんのでお気軽にご相談ください。

民生委員変更のお知らせ

【新　任】（令和６年３月１日付）

松田 敏彦 氏
【退　任】
河野 正道 氏

問い合わせ　福祉介護課長寿社会係（☎275‐8784）

３月２日（土）に昭和町地区対抗ソフトバレーボール大会が開催されました。結果は次のとおりです。

第28 回昭和町地区対抗ソフトバレーボール大会結果

フリーの部
優　勝 西条二区
準優勝 築地新居

第３位 な し
※第３位の押越が合同チームのため

トリムの部
優　勝 西条二区
準優勝 上河東Ｂ
第３位 上河東Ａ

問い合わせ　生涯学習課（☎275‐8641）

病気や怪我の場合は、
まず＃7119に相談を
お願いします。
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◎
1
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
2
月
承
認
の
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要
）は
次

の
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お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•
1
月
実
施
四
校
会
の
報
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に
つい
て

•
卒
業
式
に
向
け
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取
組
に
つい
て

•
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ン
グ
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ア
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等
児
童
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徒
と
そ

の
家
庭
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況
の
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握
に
つい
て

•
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る
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和
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た
め
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点
校
指
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に
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て

•
コ
ミ
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テ
ィ
・
ス
ク
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ル
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ラ
ン
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ィ

ア
の
有
償
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に
つい
て

•
今
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域
学
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働
本
部
体
制

に
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て

•
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児
童
生
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学
級
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に
つい
て

•
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学
校
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事
の
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況
に
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•
教
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の
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に
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て

•
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昭
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教
育
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て
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学
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部
活
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移
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に
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他
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涯
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項
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主
な
事
業
予
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に
つい
て 

他

学
校
教
育
課
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告
連
絡
事
項

•
新
年
度
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初
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算
・
査
定
の
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程
に
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•
甲
府
市
と
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委
託
事
務
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要
す
る

経
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の
見
直
し
に
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て 

他

教
育
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会

　

２
月
９
日
、
押
原
中
学
校
の
先
生

に
よ
る
出
前
授
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が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
中
学
校
と
の
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携
の
取
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、
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月
か
ら
中
学
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に
な
る
６

年
生
の
た
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に
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施
し
て
い
る
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で
す
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家
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科
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英
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習
を
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験
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ま
し
た
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の
備
え

に
関
す
る
住

環
境
に
つ
い

て
の
学
習
、

理
科
で
は
静

電
気
に
つ
い

て
の
学
習
、

英
語
で
は
比
較
級
に
つ
い
て
の
学
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。ど
の
教
室
で
も
、

い
つ
も
と
違
っ
た
授
業
に
集
中
し
て

取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

時
に
大
き
な
声
が
上
が
っ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
の
嬉
し
そ
う
な
反
応
が

聞
こ
え
た
り
す
る
シ
ー
ン
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
４
月
か
ら
の
中
学
校
生
活

が
待
ち
遠
し
く
な
る
よ
う
な
授
業
で

し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
「
目
指
せ
！
明
る

く
楽
し
い
常
永
小
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
５
つ
の
活
動
方
針
に
沿
っ

て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
月
16
日
に
行
わ
れ
た
児
童
総
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
一
つ
一
つ

に
つ
い
て
良
か
っ
た
こ
と
や
反
省
点

な
ど
、
来
年
度
に
引
き
継
ぎ
た
い
こ

と
な
ど
を
話
し
合
っ
て
ま
と
め
て
い

き
ま
し
た
。

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
避
難
訓
練
で

す
が
、
今
回
は
教
職
員
に
も
知
ら
せ

ず
に
、
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
教

職
員
も
、
定
め
ら
れ
た
手
順
ど
お
り

に
校
庭
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
対

し
て
、
意

識
を
高
め

る
機
会
と

な
り
ま
し

た
。

　

１
月
25
・
26
日
の
２
日
間
、
長
野

県
の
鹿
島
槍
ス
キ
ー
場
で
２
年
生
の

ス
キ
ー
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
年
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
決

定
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｉ

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
七
転
八
起
～

絆
を
ぐ
ん
と

深
め
、
協
調

性
を
高
め
よ

う
～
」
で
し

た
。
昭
和
町

を
出
発
す
る

と
き
か
ら
寒

さ
が
厳
し
く
、
ス
キ
ー
場
で
は
吹
雪

の
よ
う
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は

「
七
転
八
起
」
を
体
現
す
る
か
の
よ

う
に
何
度
転
ん
で
も
起
き
上
が
り
、

ま
た
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

宿
舎
で
も
、
係
別
会
議
、
食
事
、

入
浴
、
学
級
会
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
風
も
無
く
快
晴
の
空
の

下
で
の
実
習
で
し
た
。
１
日
目
に
得

ら
れ
た
技
術
を
使
っ
て
、
気
持
ち
よ

く
ス
キ
ー
が
滑
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
を
通
し
て
、
凡
事
徹
底
、

当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
で

き
る
集
団
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
諦
め
な
い
心
を
持
っ
て
取
り

組
み
、
困
っ
た
と
き
は
助
け
合
う
集

団
で
あ
り
続
け
た
い
で
す
。

　

２
月
19
日
～
29
日
の
間
に
、
家
庭

科
で
「
こ
ど
も
園
交
流
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
中
学
３
年
生
が
幼
児
と
の

よ
り
よ
い
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考

え
、
学
ぶ
た
め
の
実
習
で
す
。
生
徒

は
、
事
前
に
交
流
に
つ
い
て
計
画
を

立
て
、
リ
モ
ー
ト
で
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
か
ら
出
か
け
ま
し
た
。
は
じ
め

は
園
児
た
ち
の
元
気
に
押
さ
れ
気
味

で
し
た
が
、遊
び
に
な
る
と
、鬼
ご
っ

こ
を
し
た
り
、折
り
紙
を
折
っ
た
り
、

ト
ラ
ン
プ
を
し

た
り
、
園
児
と

一
緒
に
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま

し
た
。
園
児
た

ち
か
ら
「
お
兄

さ
ん
、
お
姉
さ

ん
」
と
呼
ば
れ

て
み
ん
な
嬉
し

そ
う
で
し
た
。

 

押
原
中
学
校
の
先
生
に
よ
る

 

出
前
授
業

　
第
２
回
児
童
総
会

　
予
告
な
し
避
難
訓
練

　
２
年
生
ス
キ
ー
教
室

　
こ
ど
も
園
と
の
交
流

押
原
中
学
校

常
永
小
学
校

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし

NO.299　令和 6年 4月号

西
条
小
学
校

　

押
原
小
は
昨
年
か
ら
、
Ｃ
Ｓ
10
年

目
の
節
目
と
し
て
、
ま
た
町
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
及
び
郷
土

学
習
に
つ
い
て
研
究
す
る
重
点
校
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
地
域

の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

３
年
生
は
「
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ

と
昭
和
町
」、
４
年
生
は
「
住
み
よ

い
町
を
め
ざ
し
て
」、５
年
生
は
「
自

然
と
調
和
し
た
豊
か
な
町
を
め
ざ

し
て
」、
６
年
生
は
「
持
続
可
能
な

町
を
め
ざ
し

て
」
を
そ
れ

ぞ
れ
の
学
年

の
テ
ー
マ
と

し
て
総
合
的

な
学
習
の
時

間
を
中
心
に

取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
取
り
組
み
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
「
押
原
地
区
見

所
ガ
イ
ド
」
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
３
学
期
は
学
習
の
総

ま
と
め
と
し
て
テ
ン
エ
イ
ド
の
石
原

　

昨
年
度
、
本
校
は
昭
和
町
か
ら
英

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
強
化

重
点
校
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

目
的
は
、
本
校
の
み
な
ら
ず
、
昭
和

町
の
児
童
生
徒
の
英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
お
よ
び
教

員
の
外
国
語
の
指
導
力
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
目
的

を
受
け
、
町
内
の
教
員
を
対
象
に
、

１
月
30
日
、
６
年
２
組
で
の
外
国
語

科
授
業
を
公
開
し
ま
し
た
。
外
国
語

専
科
教
員

の
長
澤
史

教
諭
と
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
カ

イ
ル
先
生

が
授
業
を

行
い
ま
し

た
。

　

授
業
は
令
和
４
年
度
ま
で
本
校
に

勤
務
し
て
い
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
エ
ド
ワ
ー

ド
先
生
に
、
小
学
校
の
思
い
出
を
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
で
伝
え
る
こ
と
を
想
定

し
、ま
ず
は
ク
ラ
ス
の
仲
間
同
士
で
、

良
い
思
い
出
だ
っ
た
ね
と
言
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
詳
し
く
伝
え
合
う
と

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

作
り
を
行
い
ま
し
た
。
学
習
ノ
ー
ト

式
に
な
っ
て
い
て
、
表
紙
を
見
る
だ

け
で
ワ
ク
ワ
ク

し
て
く
る
よ
う

な
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
自
分
の

住
む
地
域
を
学

び
、
心
の
中
に
「
ふ
る
さ
と
昭
和
」

の
種
を
ま
く
こ
と
は
、
と
て
も
大
切

な
こ
と
と
考
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
作
っ
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
見
か
け

た
ら
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
昭
和
の
新
た
な
魅
力
が
発
見

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　

こ
の
広
報
が
届
く
頃
に
は
、
新
年

度
も
始
ま
り
、
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
負
っ
た
１
年
生
た
ち
が

上
級
生
と
一
緒
に
通
学
路
を
歩
い
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

黄
色
い
帽
子
と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
は
１
年
生
の
証
。
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
登
校
で
き
る
よ
う
に
、
旗

振
り
を
は
じ
め
見
守
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
地
域
の
皆
様
に
感
謝
で
す
。

い
う
内
容
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場

面
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
児
童
が
相

手
意
識
や
目
的
意
識
を
持
ち
、
学

習
活
動
に
必
然
性
が
生
ま
れ
、「
英

語
で
伝
え

た
い
」
と

い
う
思
い

が
高
ま
る

こ
と
が
期

待
さ
れ
ま

す
。
６
年

生
の
児
童

は
、
12
月

に
甲
府
昭

和
高
校
の

２
年
生
と
英
語
で
の
や
り
と
り
を
行

い
ま
し
た
が
、
そ
の
経
験
も
あ
り
、

と
て
も
意
欲
的
な
態
度
で
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

指
導
助
言
者
の
山
梨
大
学
の
田
中

武
夫
教
授
か
ら
は
、「
児
童
の
英
語

に
対
す
る
姿
勢
が
素
晴
ら
し
く
、
昭

和
町
が
長
年
英
語
教
育
に
力
を
入
れ

て
き
た
成
果
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
う

い
っ
た
授
業
を
広
め
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
励
み
に
、
こ

れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

地
域
に
学
び

 

地
域
を
愛
す
る
子
ど
も
た
ち
に

　
外
国
語
科
授
業
公
開
を

　
行
い
ま
し
た

　
希
望
の
春

押
原
小
学
校
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竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その232国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

　
　
　

 

20
歳
に
な
っ
た
ら
日
本
年
金
機
構
か

ら
納
付
書
等
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

学
生
で
収
入
が
な
く
、
保
険
料
の
納

付
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
良

い
で
す
か
。

　
　
　

 

送
付
さ
れ
た
書
類
の
中
に
「
学
生
納

付
特
例
制
度
の
申
請
書
」
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
を
ご
持
参
し
て
、
申
請
書
を
役

場
町
民
窓
口
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
来
庁
が
難
し
い
方
は
、

同
封
の
「
返
信
用
封
筒
」
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　
　
　

 

保
険
料
免
除
制
度
ま
た
は
学
生
納
付

特
例
制
度
の
申
請
を
し
ま
し
た
が
そ

の
後
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　
　

 　

 

日
本
年
金
機
構
が
所
得
等
か
ら
審
査

を
完
了
す
る
ま
で
に
２
、３
カ
月
ほ
ど

の
お
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
結
果

が
届
く
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
な

お
、
お
手
元
の
納
付
書
は
結
果
が
届

く
ま
で
の
間
、
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

  

令
和
6
年
度

  

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
額
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
に
お
い
て
は
、
一
定
期
間

の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
に

よ
り
保
険
料
が
割
引
と
な
る
「
前
納
制

度
」
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
お
け
る
国
民
年
金
保

険
料
の
前
納
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌

月
末（
例
え
ば
４
月
分
は
５
月
末
ま
で
）

で
す
。
未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、

強
制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を

行
い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付

が
な
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義
務
の
あ
る
方

の
財
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
期
限
ま
で
に
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

 　

 

会
社
を
退
職
し
て
厚
生
年
金
の
保
険
料

が
掛
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
ど
の

よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
。

　
　

 　

 

国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
資
格
喪
失
証
明
書
等
を
持

参
し
て
役
場
町
民
窓
口
課
で
お
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、

会
社
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
し

ま
し
た
。
国
民
年
金
の
喪
失
手
続
き
は

必
要
で
す
か
。

　
　

 　

 

厚
生
年
金
に
加
入
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
自
動
的
に
国
民
年
金
の
資
格

が
喪
失
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
手
続
き

は
不
要
で
す
。

　
　
　

 

所
得
が
少
な
く
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し

た
ら
良
い
で
す
か
。

　
　

 　

 

所
得
が
少
な
い
と
き
や
、
失
業
等
に
よ

り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
で
き
な
い

場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
役
場
町
民
窓
口
課
で

お
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
よ
く
あ
る

質
問
に
お
答
え
し
ま
す

国民年金保険料の額
（令和６年度）

6 か月前納
（令和６年 4月〜同年 9月分または
　令和６年 10月〜令和７年 3月分）

1 年前納
（令和６年 4月〜
　令和７年 3月分）

2 年前納
（令和６年 4月〜
　令和８年 3月分）

口座振替の場合 100,720 円
［ 1,160 円 ］

199,490 円
［ 4,270 円 ］

397,290 円
［ 16,590 円 ］

納付書納付
クレジットカードの場合

101,050 円
［ 830 円 ］

200,140 円
［ 3,620 円 ］

398,590 円
［ 15,290 円 ］

●前納する場合の保険料額　※［］は毎月納める場合より割り引かれる額

※口座振替とクレジットカードによる 6 か月（4 〜 9 月分）・1 年・2 年前納の申込期限は令和６年 2 月末で終了しています。納付書納付
での前納をご希望の方は、日本年金機構から送付される前納用（6 か月または 1 年前納）の納付書で納めてください（納付書納付での
2 年前納をご希望の方は、令和６年 4 月中に竜王年金事務所にお申し出ください）。

Q1Q2Q3

Q4A4Q5A5

A1A2A3

１か月

16,980 円
（令和７年度は１か月 17,510 円）

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離
職

票
等
を
持
参
す
る
と
、
失
業
特
例

が
適
用
さ
れ
る
免
除
申
請
が
可
能

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

役
場
町
民
窓
口
課
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

竜
王
年
金
事
務
所
（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
）

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.191

　

町
で
は
、毎
年
４
月
29
日
の
昭
和
の
日
に
、押
原

公
園
に
て
、環
境
啓
発
イ
ベ
ン
ト『
エ
コ
し
ょ
う
わ
』

を
開
催
し
て
い
ま
す
。家
族
皆
様
で
楽
し
み
な
が

ら
、環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、広
報
と
一
緒
に
配
布
し
ま
し
た
、組
回

覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
29
日（
月
・
祝
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

会
場　
押
原
公
園（
ゆ
め
パ
ー
ク
し
ょ
う
わ
）

食
べ
物
コ
ー
ナ
ー

　
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、お
腹
が
減
っ
て

も
大
丈
夫
！
美
味
し
く
環
境
に
優
し

い
、食
べ
物
が
集
ま
り
ま
し
た
！

環
境
に
や
さ
し
く
な
れ
る
イ
ベ
ン
ト

　
廃
材
を
利
用
し
た
工
作
や
、オ
リ
ジ

ナ
ル
マ
イ
バ
ッ
グ
作
成
な
ど
環
境
に
つ

い
て
考
え
な
が
ら
楽
し
め
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
も
あ
る
の
で
集
め
て
記
念

品
と
交
換
で
き
ま
す
。

※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

※４月の粗大ごみの日は、４月22日（月）になります。当日の朝6：30 ～ 8：30の間に昭和町総合体育館の駐車場に出してください。
　そのごみ、本当に粗大ごみ？粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出してください。

『
エ
コ
し
ょ
う
わ
２
０
２
4
』開
催
し
ま
す
！

引
っ
越
し
等
で

大
量
に
ご
み
を
排
出
さ
れ
る
皆
様
へ

　

３
月
～
４
月
は
、引
っ
越
し
等
で
大
量
に
ご
み
を
排
出

さ
れ
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。粗
大
ご
み
の
出
し
方

に
つ
い
て
は
、広
報
３
月
号
と
同
時
配
布
の
、『
ご
み
収
集
·
リ
サ
イ
ク

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
』ま
た
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
通
常
の
家
庭
系
の
ご
み
を
大
量
に
排
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、清
掃
セ
ン

タ
ー
（
中
央
市
）へ
直
接
持
ち
込
ん
で
処
分
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。町

民
の
方
は
、役
場
か
ら
発
行
さ
れ
る
許
可
証
で
無
料
で
搬
入
で
き
ま
す
の

で
、ご
利
用
の
際
に
は
、事
前
に
、ご
み
を
車
等
に
積
ん
で
役
場
環
境
経
済

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
【 

清
掃
セ
ン
タ
ー
搬
入
時
間 

】

　
　
　
平
日　
午
前
９
時
～
11
時
30
分　
午
後
１
時
～
４
時

【
町
で
回
収
で
き
な
い
粗
大
ご
み
】

　
テ
レ
ビ
·
エ
ア
コ
ン
·
冷
蔵
庫
·
洗
濯
機
は
、町
で
は
回
収
で
き
ま
せ

ん
。お
近
く
の
郵
便
局
に
置
い
て
あ
る
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
で
料
金
を
お

支
払
い
の
上
、指
定
取
引
場
所（
都
留
貨
物
自
動
車
甲
府
支
店
·
日
通
山

梨
運
送
）に
、お
持
込
み
く
だ
さ
い
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
教
室
受
講
者
募
集
中（
定
員
30
名
）

か
え
っ
こ
※
名
称
変
更
の
可
能
性
あ
り

　

使
わ
な
く
な
っ
た「
お
も

ち
ゃ
」を
持
っ
て
き
て
ね
。「
お

も
ち
ゃ
」の
と
り
か
え
っ
こ
あ
そ

び
に
参
加
で
き
る
よ
♪

※「
か
え
っ
こ
」へ
の
参
加
は
、子
ど
も

の
み
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

エ
コ
し
ょ
う
わ

一
部
企
画
紹
介

　

エ
コ
し
ょ
う
わ
の
催
し
の
一
つ
と
し
て「
緑
の
カ
ー
テ
ン
教
室
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。参
加
は
町
民
の
方
限
定
で
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く

だ
さ
い
。

講　
　
師　
城
野 

仁
志 

氏（
山
梨
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
）

時　
　
間　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分（
１
時
間
程
度
）

締
め
切
り　
４
月
18
日（
木
） ※
先
着
順

そ 

の 

他　
当
日
は
開
会
式
が
あ
り
ま
す
の
で
、午
前
10
時

に
メ
イ
ン
会
場
奥
の
休
憩
テ
ン
ト
に
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　
環
境
経
済
課（
☎
２
７
５
‐
８
３
５
５
）
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Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

　

皆
さ
ん
は
、
夜
間

睡
眠
中
ト
イ
レ
（
排

尿
）
に
起
き
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。
夜

間
睡
眠
後
に
1
回
以

上（
起
床
時
は
除
く
）

ト
イ
レ
に
起
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い
症

状
を
夜
間
頻
尿
と
い
い
、
加
齢
と
共
に

そ
の
頻
度
が
高
く
な
り
、
日
常
生
活
の

質
を
落
と
す
困
っ
た
症
状
の
１
つ
で
す
。

　

こ
の
夜
間
頻
尿
は
、
大
き
く
分
け
て

３
つ
の
原
因
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
多
尿
…
1
日
24
時
間
の
尿
量
が
多
い

た
め
、
ト
イ
レ
の
回
数
が
多
く
な
り
、

結
果
と
し
て
夜
間
頻
尿
に
な
る
。
1

日
の
尿
量
が
40
㎖
/
㎏
（
体
重
）
を

超
え
る
場
合
（
例
え
ば
、
体
重
50

㎏
の
方
は
、
40
㎖
/
㎏
×
50
㎏
＝

2
0
0
0
㎖
）
が
こ
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

夜
間
多
尿
…
夜
間
入
眠
中
の
み
尿
量

が
多
い
た
め
、
夜
間
頻
尿
に
な
る
。

65
歳
以
上
の
方
で
、
1
日
24
時
間
の

全
尿
量
に
対
し
て
夜
間
睡
眠
中
の
尿

量
の
割
合
が
33
％
を
超
え
る
場
合

（
例
：
1
5
0
0
㎖
/
日
と
し
た
場

合
、
約
5
0
0
㎖
に
相
当
）
が
こ
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

②
膀
胱
容
量
の
減
少
…
膀
胱
は
お
腹
の

下
の
方
に
あ
る
尿
を
貯
め
る
袋
で
す

が
、
貯
め
る
こ
と
が
で
き
る
尿
量
が

少
な
い
と
少
し
尿
が
貯
ま
る
だ
け
で

す
ぐ
に
一
杯
に
な
り
、
何
回
も
ト
イ

レ
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
夜
間

頻
尿
に
な
る
。

③
睡
眠
障
害
…
眠
り
が
浅
く
す
ぐ
目
が

覚
め
て
し
ま
う
た
め
、
目
が
覚
め
る

度
に
ト
イ
レ
が
気
に
な
っ
て
夜
間
頻

尿
に
な
る
。

　

適
切
に
夜
間
頻
尿
に
対
処
す
る
た
め

に
、
こ
れ
ら
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
た
め
に
自
分

で
夜
間
の
ト
イ
レ
の
際
に
目
盛
り
付
の

コ
ッ
プ
で
1
回
の
尿
量
を
計
測
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

【
Ａ
】毎
回
十
分
な
尿
量
で
あ
る
場
合

（
お
お
よ
そ
の
目
安
と
し
て
2
0
0
～

3
0
0
㎖
）

　
　
多
尿
も
し
く
は
夜
間
多
尿
に
よ
る

夜
間
頻
尿

【
Ｂ
】十
分
な
尿
量
で
な
い
場
合
（
お
お

よ
そ
の
目
安
と
し
て
1
0
0
㎖
以
下
）

　
　
　

膀
胱
容
量
減
少
に
よ
る
夜
間
頻
尿

　

こ
れ
ら
に
、
睡
眠
障
害
が
関
係
し
て

く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

も
う
少
し
詳
し
く
、
自
分
の
排
尿
習

慣
を
知
り
た
い
場
合
は
、
排
尿
の
日
記

を
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
具
体
的
な
方

法
は
、
朝
起
床
後
か
ら
翌
日
の
朝
起
床

ま
で
、
排
尿
し
た
時
刻
と
目
盛
り
付
の

コ
ッ
プ
で
測
定
し
た
尿
量
を
記
録
し

ま
す
。（
例
：
7
時
2
5
0
㎖
、
11
時

2
0
0
㎖
…
）
こ
れ
で
1
回
の
排
尿
量

（
膀
胱
に
貯
め
て
お
け
る
尿
量
、
す
な
わ

ち
膀
胱
容
量
）
と
1
日
（
活
動
時
と
睡

眠
時
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
の

排
尿
回
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
お
お

よ
そ
の
原
因
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

原
因
が
分
か
っ
た
時
点
で
、
多
尿
・

夜
間
多
尿
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
自

分
で
で
き
る
対
処
法
（
生
活
習
慣
の
見

直
し
）
が
あ
り
ま
す
。

　

1
日
の
水
分
摂
取
量
の
目
安
を
体
重

の
約
2
％
（
例
：
体
重
50
㎏
の
方
は
、

1
0
0
0
㎖
程
度
）
や
、
1
日
の
尿
量

を
20
～
25
㎖
/
㎏
（
例
：
体
重
50
㎏
の

方
は
、
1
0
0
0
～
1
5
0
0
㎖
程
度
）

に
な
る
よ
う
に
飲
水
量
を
調
整
し
ま
し

ょ
う
。
更
に
、
夕
方
以
降
カ
フ
ェ
イ
ン

や
ア
ル
コ
ー
ル
を
控
え
る
こ
と
で
、
夜

間
頻
尿
が
1
回
程
度
減
少
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
1
日
の
塩
分

摂
取
量
を
6
ｇ
以
下
に
す
る
こ
と
、
夕

方
以
降
の
散
歩
な
ど
の
適
度
な
運
動
で

夜
間
頻
尿
が
減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
を
や
り
過
ぎ
る

（
例
：
夏
の
暑
い
日
に
、
喉
が
渇
く
に
も

関
ら
ず
過
度
に
飲
水
を
制
限
す
る
等
）

と
脱
水
症
に
な
っ
て
し
ま
う
、
ま
た
ス

ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
睡
眠
障
害
な
ど
が

起
き
て
し
ま
う
と
逆
効
果
で
す
の
で
、

ご
自
身
の
体
調
と
相
談
し
な
が
ら
可
能

な
範
囲
で
ト
ラ
イ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
膀
胱
容
量
の
減
少
や
睡
眠

障
害
が
存
在
す
る
場
合
は
、
薬
物
治
療

等
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

お
近
く
の
泌
尿
器
科
に
ご
相
談
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
本
稿
を
通
じ

て
、
夜
間
頻
尿
に
関
し
て
少
し
で
も
知

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

企
画　
一
般
財
団
法
人 

里
仁
会

　
　
　
☎
２
７
３

－

５
４
７
５

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

泌
尿
器
科

講
師　
吉
良 

聡

夜
間
の
ト
イ
レ
、何
回
行
き
ま
す
か

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

県内で発生している住宅を狙った空き巣や忍び込
みなどの侵入窃盗の被害状況の大半は、無施錠箇所
からの侵入です。

犯人は、犯行現場の下見をしてから侵入する機会
をうかがっているため、無施錠の住宅が狙われやす
いです。犯人は、侵入するのに５分以上かかり、顔
や姿を見られたりすることを特に嫌います。

被害防止の基本は「カギかけ」です。不在時はも
ちろんのこと、在宅中でもカギかけを習慣づけ、就
寝時のカギかけも忘れないようにしましょう。

また、住宅に防犯性能の高い建物部品（割れにく
いガラスなど）を使うことも有効です。さらに、ご
近所同士が気軽に声を掛け合えるコミュニティづく
りを行い、犯人が近づきにくい安全で安心して暮ら
せる地域社会を作りましょう。

住宅対象侵入犯罪の被害防止
～被害防止の基本はカギかけ～

春休みの時期は、卒業、進学、就職等、生活環境が大きく変
わり、少年が家出、深夜はいかい、薬物乱用等に走りやすく、
SNS 等を安易に利用して性的な被害を受けたり、有害業務に従
事させられるなど、少年の福祉を害する犯罪の被害に遭うケー
スが少なくありません。

このため、警察では、学校をはじめ関係機関との連携を図り
ながら、有害環境浄化活動や街頭補導等を一層強化し、少年の
非行等の防止に向けた活動を推進しております。

少年の非行等を防止するためには、まず家庭で親子のコミュ
ニケーションをとり、家庭が居場所であることを少年に実感さ
せ、将来への希望を見出させることが重要です。

地域においても声掛けや挨拶等を
通じて、厳しくも温かい「大人の目」
があることを伝えていきましょう。
皆様のご協力をお願いします。

家出少年等の早期発見にご協力を 社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　【昭和町社会福祉協議会ホームページ】URLhttps://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864昭和町押越 955-1 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737

－社協だより－
　　　まごころ   第 320 号

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
は
、住
民
主
体
の
理
念
に
基
づ
き
、地
域
に
あ
る
様
々
な
課
題

の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
活
動
を
通
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
地
域
へ
の
働
き

か
け
を
推
進
す
る
中
核
的
組
織
で
す
。

　

ま
た
、地
域
住
民
の
方
や
地
域
の
組
織
・
団
体
の
方
、社
会
福
祉
施
設
等
の
社
会
福
祉

関
係
者
及
び
保
健
・
医
療
・
教
育
な
ど
関
係
機
関
の
参
加
・
協
力
の
も
と
、地
域
の
皆
さ

ま
が
住
み
慣
れ
た
町
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
を
目
指

し
、様
々
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

〈 

広
報
・
啓
発 
〉

○	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報

○	

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
事
業

○	

社
協
だ
よ
り「
ま
ご
こ
ろ
」の
発
行

○	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り
の
発
行

〈 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
・
活
動
支
援 
〉

○	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

○	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業　

○	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
の
運
営
・
推
進

○	

災
害
・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入

れ
体
制
の
整
備

〈 

健
康
づ
く
り
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

〉

○	

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

○	

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
事
業

○	

運
動
指
導
事
業

○	

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

○	

軽
度
生
活
援
助
事
業

○	

住
民
参
加
型
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

○	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
移
送
サ
ー
ビ
ス

○	

福
祉
車
両
の
貸
出
事
業

○	

車
い
す
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
品
等
の

備
品
貸
出
事
業

○	

笑
輪
社
協
の
ア
ト
リ
エ
事
業

〈 

交
流
促
進 

〉　

○	

社
協
サ
ロ
ン
事
業

○	

I
K
U
Z
O
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

○	

高
齢
者
の
映
画
鑑
賞
会

○	

社
協
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

○	

多
世
代
間
交
流
会

〈 

相
談
支
援 

〉

○	

総
合
相
談
・
支
援
事
業

〈 
経
済
的
支
援 

〉

○	
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

○	

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

〈 

所
管
事
務
局 
〉

○	

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

○	

町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○	

町
赤
十
字
奉
仕
団

○	

町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会

○	

町
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
会

○	

町
障
が
い
者
福
祉
会

○	

町
遺
族
会

○	

町
結
婚
相
談
所

○	

共
同
募
金
会
昭
和
町
分
会

○	

日
本
赤
十
字
社
昭
和
町
分
区

○	

町
災
害
・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

事
業
内
容 
※
一
部
抜
粋　

令
和
６
年
度 

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
概
要

町
社
会
福
祉
協
議
会
会
費
納
入
の
お
願
い

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

皆
さ
ま
か
ら
の
会
費
は
地
域
福
祉
活
動
を
行
う
た
め
の
貴
重
な
自
主

財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

よ
り
充
実
し
た
事
業
の
推
進
と
多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
地
域
福
祉
活
動
推
進
に
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
会
費
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

○
一
般
会
員
（
各
世
帯
）
…
…　
１
口　
８
０
０
円

○
団
体
会
員
（
社
会
福
祉
関
係
機
関
・
団
体
・
施
設
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…　
１
口　
2
0
0
0
円
以
上

○
特
別
会
員
（
篤
志
家
、
企
業
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…　
１
口　
１
0
0
0
円
以
上

※各事業、事前申し込み制です。

【コレカラ教室】※旧「ふれあい教室」
  5 日 ( 金 ) 　背骨コンディショニング 
11 日 ( 木 ) 　脳トレ体操
16 日 ( 火 ) 　心と身体の健康体操 
22 日 ( 月 ) 　リンパ体操
24 日 ( 水 ) 　ミュージック・ケア

【のびしろ体操】※旧「健康体操教室」
18 日 ( 木 ) ・25 日 ( 木 ) 

4 月の予定
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日
時　
４
月
28
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間

　
４
月
１
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）

そ
の
他

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・
証

明
書
の
発
行
等
の
業
務
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時

　
４
月
18
日
（
木
）

　

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所

　
昭
和
町
役
場　
別
棟
会
議
室

定
員

　
６
名
（
町
内
在
住
者
の
み
）

受
付
開
始

　
４
月
８
日
（
月
）
～

　
（
平
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

そ
の
他

○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

番
号
直
通
の
み
受
付

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
令
和
６
年
６
月
16
日（
日
）

※
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
自
立
と
生
活
の
一
層
の
安
定
を
目

的
に
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象

　
県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
、
父

子
家
庭
の
父
、
寡
婦
の
方

日
程

　
5
月
12
日
～
７
月
28
日
（
期
間
中

の
日
曜
日
、
ワ
ー
ド
講
座
6
回
、

エ
ク
セ
ル
講
座
6
回
の
全
12
回　

午
前
9
時
～
12
時
）

場
所

　

㈱
シ
ス
テ
ム
イ
ン
ナ
カ
ゴ
ミ
（
中

央
市
山
之
神
流
通
団
地
２
‐
７
‐
９
）

定
員　
10
名
（
両
講
座
受
講
可
能
）

　
　
　
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

受
講
料　
無
料

託
児　
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
有

申
込
締
切　
4
月
12
日
（
金
）

申
込
方
法

　

申
込
書
（
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
HP
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
・
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

も
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

セ
ン
タ
ー
ま
で
持
参
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
申
し
込
み
。

h
ttp

://w
w

w
.b

o
ka

re
n

-
yam

anashi.jp/

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
／
甲
府
市
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
【（
一
財
）
山
梨
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
】

（
☎
２
５
２
‐
７
０
１
４
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
３
‐
７
０
４
６
）

　
就
業
に
有
利
な
技
能
を
習
得
す
る

こ
と
を
目
的
に
介
護
職
員
初
任
者
研

修
講
習
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象

　
県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
、
父

子
家
庭
の
父
、
寡
婦
の
方

日
程

　
6
月
１
日
～
12
月
７
日
（
期
間
中

の
土
曜
日
、
午
前
9
時
30
分
～
午

後
4
時
30
分
）

場
所

　

山
梨
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
甲
府
市
朝
日
４
‐
５
‐
21
）

定
員　
20
名　
※
応
募
多
数
は
抽
選

受
講
料　
７
０
０
０
円

託
児　
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
有

申
込
締
切　
５
月
２
日
（
木
）

申
込
方
法

　

申
込
書
（
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
HP
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
・
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

も
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

セ
ン
タ
ー
ま
で
持
参
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
申
し
込
み
。

h
ttp

://w
w

w
.b

o
ka

re
n

-
yam

anashi.jp/

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
／
甲
府
市
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
【（
一
財
）
山
梨
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
】

（
☎
２
５
２
‐
７
０
１
４
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
３
‐
７
０
４
６
）

　

町
で
は
、
18
歳
（
高
校
３
年
生
）

以
下
の
未
就
労
の
お
子
さ
ん
の
い
る

「
父
子
家
庭
」
を
対
象
に
、
食
事
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内
容　
月
１
回
、
１
食
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
×
親
と
子
の
人
数

※
町
発
行
の
食
事
利
用
券
を
使
用
し

　
て
「
指
定
店
」
で
食
事

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課 

児
童
家
庭
係

（
☎
２
６
７
‐
５
２
５
５
）

　
令
和
７
年
４
月
採
用
の
山
梨
県
警

察
官
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

春
季
試
験
（
第
１
回
目
）

募
集
種
別　
警
察
官
A
（
大
学
卒
業

程
度
）

受
付
期
間　
４
月
15
日
（
月
）
ま
で

※
受
付
方
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
申
込
の
み
で
す
。

　

詳
細
は
、
山
梨
県
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.pref.yam

anashi.
jp/police/p_keim

u/saiyou/
policesaiyou.htm

l

第
１
次
試
験
日　
５
月
12
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ

　
南
甲
府
警
察
署 

警
務
課

（
☎
２
４
３
‐
０
１
１
０
）

INFORMATIONCORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
支
援

パ
ソ
コ
ン
講
座

ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
支
援

介
護
職
員
初
任
者
研
修
募
集

父
子
家
庭
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

警
察
官
採
用
試
験

女
性
が
自
分
ら
し
く
輝
け
る
社
会
に

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員　
土
屋 

久
美
子
（
西
条
二
区
）　

No.234

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　　

昨
今
で
は
、
性
別
に
関
係
な
く
一
人
ひ
と

昨
今
で
は
、
性
別
に
関
係
な
く
一
人
ひ
と

り
が
持
っ
て
い
る
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発

り
が
持
っ
て
い
る
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
豊
か
な
社
会
（
男
女
共
同
参
画
社

揮
で
き
る
豊
か
な
社
会
（
男
女
共
同
参
画
社

会
）
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

会
）
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
近
年
で
は
企
業
に
お
け
る
女
性
役
員

中
で
、
近
年
で
は
企
業
に
お
け
る
女
性
役
員

の
割
合
、
女
性
起
業
家
の
割
合
は
ど
の
よ
う

の
割
合
、
女
性
起
業
家
の
割
合
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
女
性
が
占
め
る

　

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
女
性
が
占
め
る

割
合
は
、
男
性
が
占
め
る
割
合
よ
り
も
か
な

割
合
は
、
男
性
が
占
め
る
割
合
よ
り
も
か
な

り
低
い
と
い
う
の
が
現
実
で
す
。

り
低
い
と
い
う
の
が
現
実
で
す
。

　

私
も
現
在
、
会
社
員
で
あ
り
な
が
ら
個
人

　

私
も
現
在
、
会
社
員
で
あ
り
な
が
ら
個
人

事
業
主
と
し
て
も
活
動
し
て
お
り
、
４
月
よ

事
業
主
と
し
て
も
活
動
し
て
お
り
、
４
月
よ

り
法
人
設
立
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

り
法
人
設
立
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

二
児
の
母
で
あ
り
な
が
ら
経
営
者
に
な
る
道

二
児
の
母
で
あ
り
な
が
ら
経
営
者
に
な
る
道

の
り
に
は
、
女
性
と
し
て
の
様
々
な
ハ
ー
ド

の
り
に
は
、
女
性
と
し
て
の
様
々
な
ハ
ー
ド

ル
が
あ
り
ま
し
た
。

ル
が
あ
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
夜
間
ま
で
仕
事
が
あ
る
と
き
は

　

例
え
ば
、
夜
間
ま
で
仕
事
が
あ
る
と
き
は

夫
や
実
家
の
予
定
を
確
認
し
、
協
力
を
得
て

夫
や
実
家
の
予
定
を
確
認
し
、
協
力
を
得
て

か
ら
で
な
い
と
仕
事
の
予
定
の
確
定
が
で
き

か
ら
で
な
い
と
仕
事
の
予
定
の
確
定
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
仕
事
を
頑
張
れ
ば
頑
張
る

ま
せ
ん
。
ま
た
、
仕
事
を
頑
張
れ
ば
頑
張
る

ほ
ど
、
家
庭
や
子
育
て
に
関
心
が
向
け
ら
れ

ほ
ど
、
家
庭
や
子
育
て
に
関
心
が
向
け
ら
れ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
男
性
の
場
合
だ
っ
た

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
男
性
の
場
合
だ
っ
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

女
性
の
社
会
進
出
に
お
け
る
大
き
な
問
題

　

女
性
の
社
会
進
出
に
お
け
る
大
き
な
問
題

点
は
、
出
産
・
育
児
と
仕
事
の
両
立
で
す
。

点
は
、
出
産
・
育
児
と
仕
事
の
両
立
で
す
。

育
児
は
女
性
の
仕
事
だ
と
い
う
男
性
側
や
周

育
児
は
女
性
の
仕
事
だ
と
い
う
男
性
側
や
周

囲
の
固
定
観
念
が
あ
る
こ
と
も
、
女
性
の
社

囲
の
固
定
観
念
が
あ
る
こ
と
も
、
女
性
の
社

会
進
出
を
阻
む
問
題
点
で
す
。

会
進
出
を
阻
む
問
題
点
で
す
。

　

働
く
女
性
が
増
え
る
昨
今「
も
っ
と
仕
事
が

　

働
く
女
性
が
増
え
る
昨
今「
も
っ
と
仕
事
が

し
た
い
」「“
好
き
”
を
仕
事
に
し
た
い
」
と

し
た
い
」「“
好
き
”
を
仕
事
に
し
た
い
」
と

考
え
る
女
性
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

考
え
る
女
性
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
女
性
の
社
会
進
出
に
は
、
多
く

し
な
が
ら
、
女
性
の
社
会
進
出
に
は
、
多
く

の
課
題
が
残
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
背
景
に

の
課
題
が
残
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
背
景
に

あ
る
出
産
・
育
児
と
の
両
立
の
難
し
さ
な
ど

あ
る
出
産
・
育
児
と
の
両
立
の
難
し
さ
な
ど

の
問
題
を
、
制
度
の
拡
充
や
周
囲
の
意
識
改

の
問
題
を
、
制
度
の
拡
充
や
周
囲
の
意
識
改

革
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

革
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
す
。

No.203
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!
がん検診を定期的に受けることが予防の近道！がん検診を定期的に受けることが予防の近道！

子宮頸がん
原因はHPV（ヒトパピローマウイルス）の長期
感染で、20 ～ 40代の若い世代で増加傾向です。
初期は自覚症状がありませんの
で、定期的ながん検診とHPVワク
チンで予防しましょう。

　　　　　子宮体がん
肥満やホルモンバランスの変化が影響してお
り、50 ～ 60代に発症率が高いですが、全世代
に増加傾向が見られます。不正出血、排尿時痛な
どが症状としてあります。

女性ホルモンが深く関わっている乳腺のがんで、40代
後半～ 70代前半に多く発症しています。女性のがんで
最も多く、年間約9万人以上（女性の9人に1人）が乳がん
になっています。

「ブレスト・アウェアネス」とは、「乳房を意識する生活
習慣」のことです。日頃から乳房に関心を持ち、変化を感
じたら速やかに医師に相談するという正しい受診行動
を身につけましょう。
★町では30歳以上であれば、年齢により「マンモグラフィ検査」
「エコー検査」のどちらかを毎年受けることができます。

愛育会では大勢の方に検診を受けてもらえるよう、声掛けを行っています。
３月の正副班長会議では、女性に多いがんについて保健師から研修を受けました。

町で行う子宮頸がん・乳がん検診の
申し込みは、４月にご自宅に配布する

「昭和町健診のご案内」をご確認ください。

子宮がんは「二種類」あります 女性のがんで最も多い「乳がん」
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町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
誰
も
が

楽
し
め
る
、
い
す
に
座
っ
て
で
も
で

き
る
体
操
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
教
室
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※
4
月
よ
り
教
室
の
名
称
が
、
ふ
れ

あ
い
教
室
か
ら
「
コ
レ
カ
ラ
教
室
」

に
変
更
し
ま
し
た
。

〈
５
月
の
日
程 

〉

　
1
日
（
水
）
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

　
　
　
　
　
　
ヨ
ガ
体
操
※

　
10
日
（
金
） 

背
骨
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
ニ
ン
グ
体
操

　
14
日
（
火
）
ゆ
が
み
直
し
整
体
体
操

　
22
日
（
水
）
音
楽
療
法

　
27
日
（
月
） 

リ
ン
パ
体
操

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
昭
和
町
総
合
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　
軽
運
動
室

対
象

　
町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

定
員　
各
30
名
ま
で
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物

汗
拭
き
タ
オ
ル
、飲
み
物
、マ
ス

ク
、
タ
オ
ル
（
体
操
用
）

申
込
受
付

　
４
月
22
日
（
月
）
午
前
９
時
～

新
し
い
体
操
の
紹
介

※
１
日
の
体
操
は
、
難
易
度
の
高
い

動
き
は
な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た

動
き
で
心
身
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て

い
き
ま
す
。

※
複
数
の
教
室
を
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　

昭
和
町
国
際
交
流
を
進
め
る
会
で

は
、
に
ほ
ん
ご
を
学
び
た
い
外
国
人
向

け
に
、に
ほ
ん
ご
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

期
間　
５
月
～
７
月

日
時

〇
水
曜
コ
ー
ス
（
60
分
）

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

〇
木
曜
コ
ー
ス
（
90
分
）

　
午
後
８
時
～
９
時
30
分

※
く
わ
し
い
日
程
は
、
４
月
中
旬
以

　
降
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所　
昭
和
町
中
央
公
民
館

費
用　
年
会
費
１
０
０
０
円

【
急
募
】
に
ほ
ん
ご
教
室
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
国
際
交
流
を
進
め
る
会
事
務
局

　
（
昭
和
町
役
場
総
務
課
内
）

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
町
で
は
、
法
令
に
基
づ
き
自
衛
官

お
よ
び
自
衛
官
候
補
生
（
対
象
は
18

歳
）の
募
集
に
必
要
な
情
報（
氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
）
を
自
衛

隊
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供

を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
除
外
申
請

書
の
提
出
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
行
政
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　

中
央
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

昭
和
町
と
中
央
市
の
方
を
対
象
に
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
一
年
間
か
け
て
手
話
を
じ
っ
く

り
丁
寧
に
学
べ
る
こ
の
講
座
。
あ
な

た
も
手
話
で
の
挨
拶
や
日
常
会
話
を

学
び
、
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
令
和
６
年
５
月
10
日
（
金
）
～

　
令
和
７
年
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

　
毎
週
金
曜
日
（
う
ち
、
土
・
日
開

　
催
が
４
回
あ
り
）

　
午
後
７
時
～
９
時　
全
40
回

場
所　
玉
穂
総
合
会
館

対
象　

中
央
市
・
昭
和
町
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
人
（
高
校
生
以
上
）

募
集
定
員　
30
名

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自

己
負
担
）

申
込
期
限　
４
月
26
日
（
金
）
ま
で

問
い
合
わ
せ

　
中
央
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
４
‐
０
２
９
４
）

INFORMATIONCORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

コ
レ
カ
ラ
教
室（
ふ
れ
あ
い
教
室
）

５
月
の
ご
案
内

文
芸
コ
ー
ナ
ー

能
登
地
震 

家
族
団
欒 

襲
い
く
る

悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
涙
で
く
も
る

中
澤　

孝
子

キ
ラ
キ
ラ
と
朝
日
輝
く
グ
ラ
ン
ド
で

吐
く
息
白
く 

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

小
林　

康
博

咲
き
終
え
し 

菊
の
枝
切
る 

そ
の
下
に

新
芽
密
み
て 

ホ
ッ
と
ひ
と
息

河
田
よ
し
ゑ

新
年
は
ス
マ
ホ
教
室
オ
ン
ラ
イ
ン

孫
と
同
じ
学
生
気
分

石
原　

明
子

寄
せ
植
え
の 

ミ
ニ
サ
ボ
テ
ン
は 

年
を
越
し

上
へ
横
へ
と 

や
ん
ち
ゃ
な
子
達

田
中　

祥
子

う
わ
ー
さ
む
っ 

大
寒
の
朝 

身
が
締
ま
る

被
災
地
お
も
い 

頭
か
ぶ
り

振
り
切
る

大
原
優
美
子

明
け
だ
し
た 

空
に
向
か
っ
て
願
い
を
込
め
る

つ
つ
が
な
い
日
を 

す
べ
て
の
人
に

三
橋　

雅
江

比
の
ま
ま
で 

今
の
ま
ま
で
と
炬
燵
の
間

我
に
真
向
か
い 

息
子
等
は
言
う

松
田　

君
江

短
歌

に
ほ
ん
ご
教
室
の
ご
案
内

　
４
月
は
新
し
い
こ
と
を
は
じ
め
る

良
い
機
会
で
す
。
町
文
化
協
会
で
、

新
し
い
趣
味
・
仲
間
を
見
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

〇
歌
謡
部

　
活
動
日　
毎
月
第
１・
３
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
～
９
時

　
場
所　
総
合
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　
相
談
室
講
習
室

　
会
費　
月
額
１
７
０
０
円

〇
フ
ラ
ダ
ン
ス
部

　
活
動
日　
毎
月
第
２・
４
火
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
３
時
～
４
時
30
分

　
場
所　
昭
和
町
立
温
水
プ
ー
ル
２
階

　
会
費　
月
額
２
０
０
０
円

〇
コ
ー
ラ
ス
部

　
活
動
日　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
場
所　
中
央
公
民
館 

講
堂

　
会
費　
月
額
２
０
０
０
円

〇
茶
道
（
裏
千
家
）
部

　
活
動
日　
毎
月
第
１・
３
火
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
場
所　
中
央
公
民
館 

和
室

〇
絵
画
部

　
活
動
日　
毎
月
第
１・
３
火
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
場
所　
中
央
公
民
館 

工
作
室

　
会
費　
月
額
２
０
０
０
円

〇
木
彫
部

　
活
動
日　
毎
月
第
２・
４
火
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　
場
所　
中
央
公
民
館 

和
室

　
会
費　
年
額
４
０
０
０
円

※
な
お
、
会
場
に
つ
き
ま
し
て
は
現

在
活
動
中
の
場
所
と
な
り
ま
す

が
、
庁
舎
再
編
に
よ
り
令
和
６
年

度
中
に
中
央
公
民
館
を
取
り
壊
す

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　
山
梨
県
の
西
部
地
域
5
市
6
町
で

構
成
す
る
山
梨
西
部
広
域
環
境
組
合

で
は
、
令
和
13
年
度
よ
り
稼
働
予
定

の
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
7
年
度
の
工
事
発
注
に
向
け

た
前
提
条
件
や
具
体
的
な
仕
様
条

件
、
要
求
性
能
な
ど
を
決
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
基
本
設
計
（
案
）
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
皆
様
か
ら

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
4
月
５
日
（
金
）
～
24
日
（
水
）

※
詳
細
な
日
程
は
後
日
決
定
し
ま
す
。

◎
閲
覧
方
法
：
本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

https://yskkk.jp/

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
西
部
広
域
環
境
組
合
建
設
課

（
☎
２
４
４
‐
５
３
０
１
）

　

山
梨
県
立
文
学
館
で
は
、
明
治 

40
年
、
自
然
主
義
文
学
の
隆
盛
期
に

小
説
「
少
年
行
」
で
文
壇
に
登
場
し

た
中
村
星
湖
（
な
か
む
ら
せ
い
こ 

１
８
８
４
～
１
９
７
４ 

山
梨
県
富

士
河
口
湖
町
生
ま
れ
）
の
生
涯
と
作

品
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
小
説
だ
け
で
な
く
、
フ
ロ
ー
ベ
ー

ル
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
翻
訳
、
さ
ら

に
民
衆
芸
術
、
農
民
文
学
運
動
に
関

わ
る
評
論
活
動
な
ど
、
多
彩
な
業
績

を
紹
介
し
ま
す
。

会
期

　
４
月
27
日（
土
）～
６
月
23
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
室
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

　

休
館
日
…
月
曜
日
（
４
月
29
日
、

５
月
６
日
は
開
館
）、
５
月
７
日

（
火
）

会
場

　
山
梨
県
立
文
学
館　
展
示
室 

C

観
覧
料

　
一　
般
３
３
０
円
（
２
６
０
円
）

　
大
学
生
２
２
０
円
（
１
７
０
円
）

※
常
設
展
観
覧
料
で
観
覧
で
き
ま
す

※（
）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
、

県
内
宿
泊
者
割
引
料
金

※
高
校
生
以
下
の
児
童
・
生
徒
は
無

料
（
高
校
生
は
生
徒
手
帳
持
参
）

※
65
歳
以
上
の
方
は
無
料
（
健
康
保

険
証
等
持
参
）

※
障
害
者
手
帳
を
ご
持
参
の
方
お
よ

び
そ
の
介
護
を
さ
れ
る
方
は
無
料

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
文
学
館

（
☎
２
３
５
‐
８
０
８
０
）

（
F
Ａ
Ｘ
２
２
６
‐
９
０
３
２
）

INFORMATIONCORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

排出量t
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可燃ごみ不燃ごみ

268

毎月の不燃・可燃ごみ排出量
　２月は、町内の可燃ごみの収
集量が２６８ t、不燃ごみの収集
量が９ｔとなりました。
　引き続き Reduce（リデュース
＝ごみの減量）Reuse（リユース
＝モノを再使用）Recycle（リサ
イクル＝再資源化）の再確認、
生ごみの水切りやごみの分別を
徹底し、ごみの減量を！！

昭
和
町
文
化
協
会

新
年
度
会
員
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

自
衛
官
募
集
事
務
に
係
る

対
象
者
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
設
計

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

防災一口メモ　　防災講座 承ります！
　自助とは自分の命を守ること。自分の命を守る
ことで他の人を助けることができるのです。地域
や参加者の年齢層に合わせた、聞いてみたい知り
たい自助をお伝えしています。

　その他、地震災害から自分と家族を守るために、
家庭で避難生活を送るためのアドバイスをしてい
ます。
　問い合わせ
　昭和町社会福祉協議会（☎ 275-0640）

女性防災ネット昭和

・自助について詳しく知りたい！
・ポリ袋クッキングを教えて！
・備蓄には何が必要？
・簡易トイレの作り方を教えてほしい！
・非常持ち出し袋を作りたい！
・大きな地震が来たらどう避難すればいいの？
・赤ちゃんや高齢者の災害対策は？

等々

どこでも
何人でも

短時間でも

山
梨
県
立
文
学
館

特
設
展
の
お
知
ら
せ

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 2 月分の医療費は、
約 8,829 万 9 千円（前年同
月比 11.11% の増）です。
　 特定健診は自分自身の
健康状態を確認でき、さら
に生活習慣を見直す絶好の
チャンスです！年に一度の
健診を必ず受けましょう。

❀
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あとがき

チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

　

最
近
に
な
っ
て
電
子
決
済
ア
プ
リ
を
使
い
始
め
ま

し
た
。
現
金
を
持
ち
歩
か
な
く
て
も
支
払
い
で
き
る

便
利
さ
に
感
心
。
調
子
に
乗
っ
て
使
い
す
ぎ
な
い

よ
う
に
、
い
く
ら
お
金
を
使
っ
て
い
る
の
か
、
一
層

意
識
す
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
誌
で
も

お
伝
え
し
て
い
る
と
お
り
、
今
年
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付

電
子
商
品
券
事
業
が
始
ま
り
ま
す
（
７
㌻
）
。
気
に

な
っ
て
い
た
け
ど
手
を
出
せ
な
い
で
い
た
と
い
う
皆

さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
電
子
決
済
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

春
は
始
ま
り
の
季
節
。
咲
き
誇
る
桜
の
よ
う
に
、

町
に
元
気
な
春
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

いつもにこにこのほたくん♪
元気に優しい子に育ってね♡

生まれてきてくれてありがとう！
これからも元気で優しい子に育ってね♡

令和 5年 9月 19日生（男の子）
（父）一輝さん（母）早咲さん（清水新居）

渡邉 穂
ほ た か

高 くん 塩田 悠
ゆ づ き

月 くん

発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

Ｘ（
旧

ツ
イ

ッ
タ

ー
）　

https://tw
itter.com

/show
atow

n

令和 5年 9月 17日生（男の子）
（父）晋平さん（母）芽衣さん（河東中島）

　３～５月が旬のたけのこは
成長が早く、生え始めて10日
程で竹になってしまいます。
１日に10㎝以上、最大で１m
以上伸びた記録もあるそうで
す。真っすぐに伸びる特性が
あることから「神様からの恵み
を受けられる」「大きく成長が
できる」と言われ縁起物とさ
れています。また、竹は病気
にも強く、強い体になれると
も言われています。
　加工されたたけのこはいつ
でも手に入りますが、この時
期にしか味わえない旬の生の
たけのこを美味しくいただき
ましょう♪

春を感じるたけのこ

春のたけのこご飯

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆ 作り方
①	お米2合を洗います。
②	たけのこ、にんじんは千切りに、鶏肉は小さく切り
ます。

③	鍋に全部の材料を入れて、10分くらい煮ます。
④	炊飯器にお米と水２合目の目盛りまで入れ、③を煮
汁ごと全部入れて炊きます。

★少し硬めのたけのこも、ご飯と一緒に炊くと柔らか
くなり、ご飯に味もしみ込んで美味しいよ‼

◆ 材料（４人分）

茹でたたけのこ　100g
にんじん　　　　50g
鶏肉　　　　　　50g
米　　　　　　　2合

レシピ提供

築地新居地区
食生活改善推進員

砂糖　　　大さじ１
しょうゆ　小さじ１
みりん　　大さじ１
だし汁　　100㏄
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